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はじめに

　「面接は、何を聞かれるかわからないから緊張する」という人がいます。
しかし、学校管理職試験の面接で聞かれることは、教育に関係することだ
けであり、政治情勢や経済情勢のことを聞かれることはまずありません。
しっかりとした準備をすることができれば、必ず合格できます。
　本書は、面接で出題される問題や評価する要素、マナーなどの基礎知識
から、回答の仕方、実際の試験を想定した問答例までを取り上げ、受験者
の先生方が行うべき面接対策を解説します。

・管理職試験の受験を決意したが、何から始めたらよいかわからない
・筆記や論文の勉強の仕方はわかるが、面接はわからない
・面接官から評価される回答のコツがわからない
　こんな悩みを持つ方は、ぜひ本書で学び、試験に備えてください。

　本書の内容を簡単に紹介します。
　第１章は、「面接試験の基礎知識」です。面接官が受験者の何を見るのか、
事前調書の書き方などについてまとめてあります。
　第２章は、「評価される回答の仕方」です。自己紹介はもちろん、事前調
書に関する質問、法規に関する質問などへの回答のコツ、留意点を示して
います。
　第３章は、「NG回答の改善ポイント」です。「抽象的で曖昧な回答」「現
任校を批判する回答」など、面接試験の準備が不十分な受験者にありがち
なNG回答を紹介し、改善例を示していますので、参考にしてください。
　第４章は、「最新の教育課題に関する質問 20」です。「GIGAスクール構想」
など、最近のトピックとなっている、出題される可能性が高いものを取り
上げています。
　第５章は、「学校経営に関する質問 25」です。学校管理職が行う仕事の
根幹であり、これも聞かれることが多い問題です。
　第６章は、「教育課程に関する質問 25」です。職務の中で最も重視され
るのが、この教育課程についてです。
　第７章は、「教職員に関する質問 25」です。教職員の管理も、学校管理
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職にとって欠かせないものであり、正確な法的知識をもとに答える必要が
あります。
　第８章は、「児童・生徒に関する質問 20」です。不登校児童や暴力行為
などについて、学校管理職としてどのように対応するのかは、問われるこ
とが多いテーマです。
　第９章は、「保健・安全等に関する質問 15」です。児童・生徒を守るこ
とのできる知識、考えを持っているかを問われます。
　第 10 章は、「受験者の身上等に関する質問 10」です。志望動機をはじめ、
必ず聞かれる質問ですので、参考にして、しっかりと準備しておいてくだ
さい。
　第 11 章は、「集団面接・集団討論の攻略法」です。私は校長試験のときに、
２次試験で集団討論があり、司会に立候補しました。合格できたのは、こ
のときの積極的な姿勢が評価されたのかもしれません。集団面接や集団討
論は、実施していない自治体もありますが、受験方法が変更になる場合も
あります。また、個人面接の参考になる内容もありますので、ぜひ一読し
ておいてください。
　なお、本書は『学校管理職試験　面接の合格術』（初版・2014 年刊、第
１次改訂版・2017 年刊）のタイトルを変更し、改訂したものです。
　「GIGAスクール構想」「令和の日本型学校教育の構築」「個別最適な学び
と協働的な学び」をはじめとする、学校教育をめぐる近年の動きをフォロー
するとともに、質問に対する的確な受け答えで、判定者の心をつかむ回答
の仕方を詳解するという本書最大の特長をタイトルに示すべく、この改訂
を機に改題することとしました。

　最後に、学校管理職試験を受験するからといって、日常の校務をないが
しろにすることは絶対にあってはならないことです。「日々是試験」という
ような勤務態度で日々の校務に真剣に取り組み、試験に臨んでください。
　本書が受験される先生方のお役に立ち、試験に合格されることを心より
お祈り申し上げます。

　2022 年５月
 学校管理職試験研究会会長
 久保田 正己
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Q1 GIGAスクール構想を
どのように実現していきますか

ここがポイント！

押さえておこう

◎各教科で ICTを活用した授業を行い、学習活動を一層充実させる。

Q     GIGA スクール構想とはどのようなものですか。
A     １人１台端末と、高速大容量の通信ネットワークを一体的に整備し、
多様な子どもたちを誰一人取り残すことなく、公正に個別最適化され、
資質能力が一層確実に育成できる教育 ICT環境を実現することです。

Q     今までの教育方法とはどのように変わるのですか。
A     児童生徒１人ひとりの反応を踏まえた双方向型の一斉授業や、デジタ
ル教材を活用し、１人ひとりの学習状況に応じた個別学習、各自の考
えを即時に共有した協働学習などを行うことができます。

Q     どのような教科で行うのですか。
A     どの教科でも行うことができます。国語では、書く過程を記録して文
章作成に役立てたり、社会ではデータを加工して可視化したり、分析
したりすることができます。また、数学で関数や図形の変化を可視化
したり、理科で観察・実験を動画等で記録して考察を深めることがで
きます。

Q     端末を利用して授業を行う際に留意すべきことはありますか。
A     １人１台端末を活用することの意義やその方法・留意点等について、
教職員への研修や家庭・保護者等への情報提供を十分に行うことが重
要です。

１．  文部科学省「GIGA スクール構想の実現へ」、中央教育審議会答申「『令和の日本型学校
教育』の構築を目指して～全ての子供たちの可能性を引き出す、個別最適な学びと、協
働的な学びの実現～（答申）」（令和 3年 4月 22 日更新）をしっかり確認しておく。

２．  GIGA スクール構想の背景や STEAM教育との関連も説明できるように備えておく。

71

第
４
章　

最
新
の
教
育
課
題
に
関
す
る
質
問
20

Q2 令和の日本型学校教育の構築に
どのように取り組みますか

ここがポイント！

押さえておこう

◎日本型学校教育を発展させ、持続可能な社会の創り手を育成する。

Q   なぜ令和の日本型学校教育の構築を図る必要があるのですか。
A     社会の在り方が劇的に変わる「Society5.0 時代」が到来し、先行き不
透明な「予測困難な時代」を迎える中、一人ひとりの児童・生徒が、
自分のよさや可能性を認識して、多様な人々と協働しながら、持続可
能な社会の創り手となることができる資質・能力を育成することが求
められているからです。

Q     今までの学びとは異なるのですか。
A     日本型学校教育の持つ、授業で子どもたちの思考を深める「発問」を
重視してきたことや、一人ひとりの多様性と向き合いながら１つのチー
ムとしての学びに高めていくという強みを最大限に生かし、発展させ
ていくことが大切です。

Q     具体的にはどのように行っていくのですか。
A     児童生徒が一人で取り組むよりも、多くの実践の場やさまざまな場面
での話し合いなどを通して、知・徳・体を一体的に育み、協働的な学
び合いを推進することが必要です。

Q     児童・生徒に何が求められていますか。
A     自ら見通しを立てたり、学習の状況を把握して新たな学習方法を見い
だしたり、自ら学び直しや発展的な学習などを行い、主体的に学習を
調整することが求められています。

１．  これまで以上に子どもの成長やつまずき、 悩みなどの理解に努め、個々の興味・関心・
意欲等を踏まえてきめ細かく指導・支援することが求められる。

２．  一斉授業か個別学習か、履修主義か修得主義か、デジタルかアナログか、遠隔・オンラ
インか対面・オフラインかといった「二項対立」の陥穽に陥らないことが重要である。


